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豊
科
地
域
文

化
祭
は
、
10
月

29
日
か
ら
11
月

4
日
ま
で
「
豊

科
近
代
美
術

館
」
と
「
豊
科

公
民
館
」
の
2

会
場
で
開
催
し

た
。
近
代
美
術

館
2
階
で
は
、

絵
画
や
写
真
、

書
道
な
ど
数
多

く
の
作
品
が
美

し
く
壁
面
を
飾

り
、
美
術
館
の
雰
囲
気
を
い
っ

そ
う
華
や
か
に
し
て
い
た
。
陶

芸
や
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ト
ル
な
ど
も
、
目
を
引

き
付
け
た
。

豊
科
公
民
館
会
場
で
は
、
菊
花
展
や

盆
栽
展
、
華
道
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

文
化
祭
の
こ
の
時
期
を
目
指
し
て
、
日

ご
ろ
か
ら
丹
精
込
め
て
育
て
て
き
た

数
々
の
見
事
な
花
々
が
多
数
展
示
さ
れ

て
い
た
。

三
郷
祭
は
10
月
20
日
か
ら
11
月
3
日

に
か
け
て
、
文
化
産
業
展
、
運
動
会
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
菊
花
展
、
芸

能
発
表
会
の
構
成
で
開
催
し
、
延
べ
3

６
０
０
人
が
来
場
し
た
。

◎
文
化
産
業
展
・
運
動
会
◎

三
郷
文
化
公
園
体

育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
同
日
開
催
し
た
文

化
産
業
展
と
運
動
会

は
、
地
区
公
民
館
の

対
抗
種
目
や
小
学
生

の
種
目
も
あ
り
、
応

援
を
含
め
た
参
加
者

は
１
０
０
０
数
百
人

を
超
え
た
。

文
化
産
業
展
は
書

道
、
絵
画
、
写
真
、

絵
手
紙
、
短
歌
俳
句

と
文
芸
作
品
が
多
数

出
品
さ
れ
た
。
華
麗

な
工
芸
や
山
野
草
の

秀
作
が
並
び
、
地
域

の
取
り
組
み
と
し

11
月
3
日
に
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
「
芸
能
発
表
会
」
は
、
勇
壮
な
和

太
鼓
の
響
き
か
ら
は
じ
ま
り
、
約
30
の

団
体
が
発
表
し
た
。
最
後
は
豊
科
北
中

学
校
の
よ
さ
こ
い
踊
り
で
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。

て
は
珍
し
い

「
三
郷
昆
虫

ク
ラ
ブ
」
の

作
品
も
展
示

さ
れ
た
。

◎
市
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
◎

市
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
は
27
日
、
三
郷

中
学
校
講
堂
で
開
催
し

た
。
三
郷
小
学
校
合
唱

部
は
四
年
生
以
上
の
仲

間
50
人
が
、
始
業
前
や

休
日
に
練
習
し
て
Ｓ
Ｂ

Ｃ
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
県

大
会
に
出
場
し
た
成
果

を
発
表
し
た
。

◎
菊
花
展
・
芸
能
発
表

会
◎芸

能
発
表
会
は
11

月
3
日
、
三
郷
公
民
館

講
堂
で
、
菊
花
展
は
ロ

ビ
ー
で
開
催
し
た
。
舞

踊
や
箏
曲
、
大
正
琴
、

吟
に
尺
八
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
と
多
彩
な
演
奏
を
繰

り
広
げ
た
。
太
極
拳
に

ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
や
キ
ッ

ズ
ビ
ク
ス
の
ス
テ
ー
ジ

も
加
わ
っ
た
。

穂
高
文
化
祭

は
、
11
月
2
日
か

ら
4
日
穂
高
会
館

と
穂
高
神
社
を
会

場
に
開
催
し
た
。

2
日
午
前
8
時

30
分
、
総
合
美
術

展
会
場
で
開
場
式

が
行
わ
れ
た
。
講
堂
で
は
今
年

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
あ

り
、
26
人
の
方
が
歌
声
を
披
露

し
た
。

3
日
、
4
日
は
、
44
の
グ

ル
ー
プ
が
出
演
す
る
「
芸
能

ま
つ
り
」
が
講
堂
で
行
わ
れ

た
。
一
般
の
グ
ル
ー
プ
以
外
に

堀
金
文
化

祭
は
、
11
月

2
日
か
ら
4

日
、
総
合
体

育
館
ほ
か
で

開
催
し
た
。

堀
金
村
文
化

祭
か
ら
通
算

す
る
と
50
回

の
歴
史
を
重

ね
て
い
る
。

◎
作
品
展
◎

堀
金
総
合

体
育
館
で
は

作
品
の
展
示

が
あ
り
、
絵

画
展
、
水
墨

画
展
、
写
真

展
が
軒
を
並
べ
た
。
書
道
展
に
は
小
中

学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
多
く
の
作
品

が
出
品
さ
れ
た
。

◎
ま
ど
い
の
広
場
・
芸
能
祭
◎

ま
ど
い
の
広
場
と
芸
能
祭
は
3
日
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
。
午
前
中

は
「
ま
ど
い
の
広
場
」
と
し
て
、
堀
金

穂
高
南
小
学
校
に
よ
る

金
管
合
奏
、
穂
高
東
中

学
校
吹
奏
楽
部
、
同
西

中
学
校
吹
奏
楽
部
が
ス

テ
ー
ジ
で
練
習
の
成
果

を
発
表
し
た
。

学
芸
部
の
展
示
は
体

育
館
で
行
わ
れ
、書
・
写

真
・
手
工
芸
・
絵
画
・
花
・

彫
刻
な
ど
多
数
の
作
品

が
並
ん

だ
。
場

内
の
呈て

い

茶ち
ゃ

席
で
は
、
茶
道
の
お

点
前
が
あ
り
、
心
な
ご

む
ひ
と
と
き
を
体
験

し
て
い
た
。

別
会
場
の
穂
高
神

社
境
内
で
は
、

あ
づ
み
野
菊
花

展
、
盆
栽
・
山

野
草
展
、
穂
高

人
形
・
御
船
祭

展
が
行
わ
れ
、

参
拝
す
る
人
々

の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の

演
奏
、
堀
金
中
学
校
赤
鬼

塾
の
太
鼓
演
奏
が
あ
り
、

県
中
学
校
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
経
験
の
あ
る
「
堀

吹
」
こ
と
、
堀
金
中
学

校
吹
奏
楽
部
も
演
奏
を

披
露
し
た
。
午
後
は
「
堀

金
芸
能
祭
」
と
し
て
、
20

グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
し
た
。
発
表

終
了
後
、
戦
国
絵
巻
か
ら

抜
け
出
し
た
か
の

よ
う
な
5
人
の
武

将
が
現
れ
て
会
場

を
沸
か
し
た
。

◎
堀
金
一
周
駅
伝
◎

通
算
48
回
を
数

え
る
堀
金
一
周
駅

伝
を
4
日
開
催
し

た
。
9
地
区
10
人

ず
つ
の
選
手
が
襷

た
す
き

を
つ
な
い
で
晩
秋

の
堀
金
路
を
駆
け

抜
け
た
。
3
人
の

区
間
賞
を
出
し
た

岩
原
地
区
が
1
時

間
3
分
52
秒
で
連

覇
を
達
成
し
た
。

（3）

豊科地域文化祭

穂高地域文化祭

三郷地域文化祭

堀金地域文化祭
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芸
能
発
表
会

　
　
　
　
11
月
３
日

大
正
琴
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
独
奏
、
童
謡
唱
歌
な
ど
35
ク
ラ

ブ
が
参
加
し
て
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

「
か
わ
い
い
魚
や
さ
ん
」
は
、
寸
劇

を
ま
じ
え
て
の
演
出
に
、
会
場
内
か
ら

大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。

講
堂
に
展
示
さ
れ
た
作
品
そ
れ
ぞ
れ

に
は
、
出
展
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
質
の
高
い
作
品
の
前
で
は
、
来

場
者
は
足
を
止
め
て
鑑
賞
し
て
い
た
。

「
憲
法
を
よ
む
会
」
で
は
、
東
北
の

被
災
地
の
子
ど
も
に
絵
本
を
お
く
る
資

金
づ
く
り
の
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
の
被
ば
く

の
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
、
集
団
疎
開

の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。

「
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
」
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
意
見
が
、
そ

の
ま
ま
展
示
さ
れ
、注
目
さ
れ
て
い
た
。

11
月
11
日
穂
高
公
民
館
講
堂

で
、「
囲
碁
の
部
」
が
開
催
さ
れ

た
。
12
歳
か
ら
89
歳
ま
で
の
老
若

男
女
64
人
の
参
加
が
あ
り
、
段
級

位
順
に
16
人
一
組
で
Ａ
組
か
ら
Ｄ

組
の
四
組
に
分
か
れ
て
、
ス
イ
ス

方
式
で
の
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
た
。
Ｂ
組
の
部
で
は
13
歳
の
平

出
純
也
さ
ん
が
大
人
を
制
し
て
優

勝
し
た
。
今
大
会
よ
り
市
内
の
囲

碁
・
将
棋
愛
好
者
に
よ
り
発
足
し

た
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

普
及
に
つ
と
め
て
い
る
。

な
お
、「
将
棋
の
部
」
は
11
月

25
日
に
堀
金
公
民
館
講
堂
で
行
わ

れ
た
。

▼
各
地
域
の
秋
を
華
や
か
に
し

た
文
化
祭
・
芸
能
発
表
会
が
終

わ
っ
た
。
黒
子
に
徹
し
た
職
員
の
汗
を

感
じ
な
が
ら
、
会
場
に
入
る
と
、
日
々

の
研
さ
ん
の
結
晶
に
圧
倒
さ
れ
る
。
展

示
が
終
わ
れ
ば
ほ
ご
に
す
る
に
は
、
惜

《
囲
碁
の
部
　
大
会
結
果
》
敬
称
略

Ａ
組
の
部
　
優
勝
　
大
石
　
佼
　
穂
高

　
　
　
　
準
優
勝
　
石
原
芳
朗
　
堀
金

　
　
　
　
第
三
位
　
小
林
正
昭
　
豊
科

Ｂ
組
の
部
　
優
勝
　
平
出
純
也
　
穂
高

　
　
　
　
準
優
勝
　
齋
藤
武
秀
　
堀
金

　
　
第
三
位
　
由
比
ヶ
濱
照
雄
　
豊
科

Ｃ
組
の
部
　
優
勝
　
磯
野
義
昭
　
穂
高

　
　
　
　
準
優
勝
　
堀
田
貴
志
　
市
外

　
　
　
　
第
三
位
　
尾
澤
伸
一
　
明
科

Ｄ
組
の
部
　
優
勝
　
福
原
　
德
　
穂
高

　
　
　
　
準
優
勝
　
青
栁
員
美
　
堀
金

　
　
　
　
第
三
位
　
中
島
　
修
　
三
郷

し
い
と
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
▼
埋
も

れ
て
い
る
才
能
が
輝
い
て
い
る
。
金
子

み
す
ゞ
の
「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
〝
み

え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
〟
の
フ

レ
ー
ズ
を
思
い
出
し
た
。

（
Ｕ
．
Ｙ
）

文
化
祭
展
示

　
　
　
　
11
月
10
日
～
11
日

明科地域文化祭

第３回安曇野市囲碁・将棋大会  ～囲碁の部～

B組の部優勝　平出純也さんプロ棋士による指導碁

欅


